
平成２３年度一般会計当初予算説明資料

７款 商工費

３項 観光費 観光政策課（内線：７２３８）

１目 観光費 （単位：千円）

財 源 内 訳
事 業 名 本 年 度 前 年 度 比 較 備考

国庫支出金 起債 その他 一般財源

山陰文化観光圏整 (10,897) (18,086) (△7,189) (4,925) (5,972)

備事業 5,972 13,472 △7,500 5,972

トータルコスト ６，７７１千円（前年度１６，６９９千円）［正職員：０．１人］

主な業務内容 協議会総会等の開催、構成団体との連絡調整

工程表の政策目標(指標) 他府県と連携してエリアとしての観光魅力を向上させ、国内外からの観光客誘致を促

進する。

※上段( )は商工労働部のふるさと雇用再生特別交付金事業計上分を含む額

事業内容の説明

１ 事業の目的・概要

地域の主体的な取組みを総合的かつ一体的に推進するため、広域の連携体制を整備し、新たな観光

資源の掘り起こし、多様な観光資源を組み合わせることにより、圏域内での２泊３日以上の滞在型観

光を促進する。

《山陰文化観光圏の概要》

○範囲

鳥取県：中部５市町、西部９市町村

島根県：東部８市町、大田市、隠岐３町１村

○協議会構成員

圏域に関係する観光団体、宿泊関係団体、交通事業者、旅行会社、経済団体、自治体等

（１１６団体）

○整備計画期間

平成２０年８月２９日から平成２５年３月３１日まで

○圏域の特性と事業テーマ

―自然、神秘性・環境、歴史文化、癒し・スポーツ、食―

多様性のある「神々のふるさと」への旅

ご縁で結ばれる、感動の旅
―訪れてよし、住んでよしの地域創造―

２ 主な事業内容

（１）事業費

５，９７２千円（事務局運営委託料）

（２）事業内容

鳥取県事務局内に観光ワンストップ窓口の構築検討、観光地間や異業種間の連携を調整する

コーディネーター、情報発信等に係るアドバイザーを配置する。

３ これまでの取組状況、改善点

平成２０年 ８月 観光圏協議会設立

１０月 国土交通大臣の観光圏第1号認定・滞在型観光を促進するための事業を開始

平成２１年 ４月 鳥取県事務局設置(コーディネーター配置)

平成２２年 ４月 鳥取県事務局移転（米子商工会議所）、アドバイザー配置


